
No506
平成3年

月10日号5離錫□
四　五五五五六　六　八　八　八　九
七　七　七　八　八　一　六　二　五　六　〇
四　〇　三　二　三七〇　二三　四六

二　三　三　四　四　四

五　〇　八　一　五　六

二　〇　八　〇　四　七

▲5月1日登庁する高山町長
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話」∴÷＿mmS■ 
5月1日からオープン。

収容台数は330台。ただし
パイクの盛事はご通癒くだ

さい。

圃
ふ
る
さ
と
〟
選
買
〟
の
未
来
を
託
す
大
鵬
ち

4
月
2
1
日
に
行
わ
れ
た
町
長
・
町
議
会
職
責
選
挙
の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

当
日
の
有
権
書
抜
は
一
万
二
千
四
百
六
十
二
人
で
、
投
真
書
総
数
は

九
千
八
百
七
十
六
人
、
投
真
率
は
七
九
・
一
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

▼
町
長
遺
筆
　
無
紋
禦
当
過

当
高
山
　
和
幸

▼
町
議
会
議
貫
通
等
隔
意
結
果
　
（
禦
）

当
お
く
む
ら
　
手

当
一
お
だ
　
し
ん
す
け

当
は
た
　
玉
彦

当
な
か
の
　
和
裁

当
い
と
う
　
輝
経

堂
こ
ぼ
　
文
麿

当
よ
し
う
ら
　
勝
嘉

当
そ
え
だ
　
年
季

当
柴
田
　
征
一
郎

当
い
し
ま
つ
　
手

当
竹
内
　
は
つ
お

当
古
賀
　
た
か
よ
し

当
一
一
一
好
　
徳
博

当
う
え
の
　
棲
治

当
ふ
く
だ
　
秀
突

当
か
わ
は
ら
　
清
明

次
花
田
　
偏
次

県
知
事
・

▼
無
効
投
棄

町
班
会
議
員
選
挙

県
議
会
議
員
選
等
の

投
票
率
は
六
一
・
〇
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

4
月
7
日
に
行
わ
れ
た
県
知
事
・
県

議
会
議
員
選
挙
の
遠
賀
町
で
の
投
開
票

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

当
日
の
有
権
者
数
は
一
万
二
千
四
百

五
十
五
人
で
投
票
者
総
数
は
七
千
六
百

九
人
。
投
票
率
は
六
一
・
〇
九
パ
ー
セ

ン
ト
で
し
た
。

▼
禦
知
事
選
等
関
東
結
果
　
　
（
票
）

当
な
く
だ
　
八
二
　
　
　
　
四
二
七
八

し
げ
と
み
　
吉
之
助
　
一
一
〇
九
一

山
崎
　
広
太
郎
　
　
　
一
〇
七
六

▼
集
積
会
議
農
道
李
鵬
東
館
果
（
禦
）

当
は
ま
な
か
　
茂
足
　
　
一
二
一
一
一
三

当
す
け
の
ぶ
　
幸
雄
　
　
　
二
六
三
七

末
松
　
あ
き
ら
　
　
　
一
一
二
八
六

こ
ん
と
う
　
進
也

▼
無
効
技
禦

知
事
選
挙

県
激
選
挙

⑪
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

遠
賀
川
駅
西
側
に
自
転
車

駐
車
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

遠
賀
町
役
場
総
務
課
管
財
係

℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4



淡
紫
嘉
詳
器
観
ず

昭
和
銘
年
度
か
ら
〝
町
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
町
政
に
役
立
て
よ
う
〟
と
設
直
さ
れ
た
「
お

ん
が
目
安
箱
㌔
こ
れ
ま
で
約
7
0
伴
の
青
重
な
ご
意
見
・
こ
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
役
場

で
は
こ
れ
を
目
安
箱
処
理
霧
を
通
じ
て
所
管
課
で
取
り
上
げ
対
応
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。
本
文
は
紙
面
の
都
合
上
、
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

名
札
づ
け
の
徹
底
と
窓
口

で
は
笑
顔
の
対
応
を
／

胤
縄
講
講
弼

ら
れ
ま
す
。
後
で
説
明
を
受
け
た
役
場

の
人
に
連
絡
し
よ
う
と
思
っ
て
も
名
前

が
出
て
こ
な
く
で
困
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
是
非
、
名
札
づ
け
の
習
慣
を
徹

底
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
窓
口
で
大
切
な
事
は
、
笑
顔

で
の
対
応
と
思
い
ま
す
。
相
手
が
ど
の

よ
う
な
身
な
り
を
し
て
い
よ
う
と
も
常

に
変
わ
ら
ぬ
応
対
を
し
て
も
ら
い
た
い

です。患
謹
彊
琵
霊

用
が
徹
底
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
朝

礼
時
に
若
月
す
る
よ
う
に
改
め
て
指
導

を
し
ま
す
。
又
、
窓
口
で
の
応
対
に
つ

き
ま
し
て
は
擦
過
の
研
修
な
ど
今
後
と

も
適
切
な
指
導
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
　
－
　
企
画
課
人
事
係

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て

は
、
そ
の
た
め
に
特
別
な
手
当
を
支
給

す
る
な
ど
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

昼
休
み
の
窓
口
事
務
に

携
わ
る
職
員
の
手
当
て
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
。

1
企
画
課
人
事
係

ス
ナ
ッ
ク
の
騒
音
で
毎
晩

脹
れ
ず
に
因
っ
て
い
ま
す
。

嵐
緋
師
捕
講
師
謹
彊
綱

口
を
開
け
、
住
民
応
対
に
あ
た
る
職
員

に
「
窓
口
手
当
て
」
を
支
給
し
て
い
る

率
が
新
聞
で
明
る
み
に
出
て
い
ま
し
た

が
、
遠
賀
町
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

で
す
か
。象

羅
結
露
羅

療
ん
が
目
安
箱

馳
頼
諾
瑚
禁
出
っ
続
醒

ま
で
騒
ぎ
睡
眠
不
足
で
す
。
た
い
て
い

我
慢
し
て
き
ま
し
た
が
、
も
う
耐
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
何
と
か
行
政
の
方
で
し
て

頂
け
ま
せ
ん
か
。

島
講
謹
講
評

域
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

の
場
合
は
、
苦
情
主
か
ら
現
地
で
の
説

明
を
聴
き
、
後
日
必
要
が
あ
れ
ば
騒
音

の
測
定
を
し
、
基
準
値
を
超
え
て
い
れ

ば
適
切
な
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

－　福祉課

全
篇
網
が
下
水
道
の
ふ
た
に
当

た
っ
て
耳
ざ
わ
り
で
す
が
…
‥

町
民
の
み
な
き
ん

害
い
た
い
ご
と
雪
著
し
た
い
ご
と

筒
が
型
番
の
こ
よ
は

胤
薬
草
諾
い
招
背

か
分
か
ら
ず
困
っ
て
い
ま
し
た
。
久
し

圏
圃
自
害
音
曲
目
口
西
口

消
火
器
の
寿
命
は
約
8
年
で
す
。

最
近
、
古
い
消
火
器
を
使
用
し
て
容

器
が
破
裂
し
、
人
身
諺
故
が
起
き
て
い

ます。耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
古
い
消
火
器

や
、
額
田
場
所
の
環
塊
が
悪
い
消
火
器

を
使
用
す
る
と
、
薬
剤
の
噴
出
圧
力
に

容
器
が
耐
え
切
れ
ず
、
破
裂
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次

の
こ
と
に
注
憲
し
て
く
だ
さ
い
。

●
消
火
器
の
容
器
の
耐
用
年
数
は
約
8

年
で
す
の
で
、
そ
の
期
間
を
過
ぎ
た
も

の
は
販
売
店
メ
ー
カ
ー
に
依
頼
し
処
分

し
ま
し
ょ
う
。

●
容
器
の
腐
蝕
を
防
止
す
る
た
め
に
、

湿
気
の
多
い
場
所
や
水
の
か
か
る
所
に

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
薬
剤
は
約
5
年
で
詰
め
替
え
ま
し
ょ

え
ノ
o

古
く
な
っ
た
薬
剤
は
、
消
火
能
力
を

落
と
し
、
凝
固
し
て
い
ざ
と
い
う
時
、

使
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

管
内
火
災
・
救
急
件
数
（
3
月
～
4
月
）

お
ん
が
短
歌
会
詠
草

河
　
中
　
鴎
　
曹
　
選

怒
る
が
に
声
音
も
高
く
も
の
言
え
る
難
聴
す
す
む
我
と
思
う
や
　
　
高
崎
　
咲
江

限
り
な
く
黄
に
輝
け
る
菜
畑
を
わ
た
り
吹
く
風
色
も
つ
ご
と
し
　
　
一
団
　
房
子

二
月
尽
早
ば
や
牡
丹
の
筏
に
見
ゆ
る
赤
き
芽
の
あ
り
綻
び
初
め
ろ
　
白
石
一
夫

夜
半
鴬
め
て
音
な
き
関
を
み
つ
め
つ
つ
わ
れ
の
余
生
を
ぼ
ん
や
り
思
う

久
野
き
よ
の

太
陽
を
背
中
に
受
け
て
土
筆
つ
む
午
後
の
行
事
を
忘
る
ろ
と
こ
ろ

井
口
　
絹
子

遠
賀
俳
友
句
会
抄

池
　
田

梅
か
ほ
る
姉
妹
は
と
も
に
十
二
歳

雲
の
影
流
る
ろ
ま
ま
に
つ
く
し
摘
む

花
冷
や
エ
プ
ロ
ン
付
け
る
勝
手
口

看
と
り
来
て
花
菜
畑
の
広
が
り
に

啓
盤
や
通
り
過
ぎ
た
ろ
郵
便
夫

幸
　
利
　
達

玉
野
　
信
彦

川
上
　
久
夫

末
永
キ
ミ
枝

岩
談
　
信
江

加
藤
　
栄
子
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3月10日（日）の午前9

時から、遠賀勤労者体育セ
ンター、遠賀町民体育館の

2会場で41チームが参加し

てミニバレーボール大会が

開催されました。

遠賀町民体育館は、18チ
ーム参加で、予選リーグ戦

決勝トーナメントで試合が

行われました。

優　勝　老良Aチーム

準優勝　尾崎Dチーム

遠賀勤労者体育センター

では23チームが参加して試

合が行われました。

優　勝　若松Bチーム

準優鰐　広漠Cチーム

40歳東浦∴億鱒覆杯事昌（別　府）　▲老良Aチーム

▲若松Bチーム

40賊以上　録鰐高掩突刺（松ノ本）
2位山下　博（今古賀）
3位佐々木広（松ノ本）

（女子の憾）
小学生1－2年

長原古Iii　恵　2位山上幸恵
3位前田奏法

小学生3－4年　長鰐筋田一恵
小学生5－6年　優勝山上京子

（照子の鶴）
機鰯日南里繁文　啓丈（浅水）

（男子の穏）

小学生1－2年
t鱒広瀬正和　2位松尾信也
3位添田卸売

小学生3－4年

長鱒前田和浩∴2位石田紳士
小学生5－6年

億鞠添田公洋
中学生2－3年

農相山下　畷　2位渡辺嚢博
3位井口保裕

高校生1－3年
教場有田　望

‾す、＼

去
り
ま
せ
ん
加
付
言
薄
手

響
寛
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮

な
≦
窒
董
く
だ
さ
い

少
レ
で
も
町
政
に
反
映
す
る
よ
う

努
力
レ
ま
す

逸
書
長
高
山
和
幸

ぶ
り
に
役
場
に
参
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

「
目
安
箱
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た

の
で
立
札
の
内
容
通
り
要
望
を
お
願
い

す
る
次
第
で
す
。
家
の
前
の
下
水
道
の

ふ
た
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
間
に
金
属
網

の
よ
う
な
ふ
た
を
し
て
あ
る
の
で
す
が

一
カ
所
変
形
し
、
車
や
人
が
通
る
た
び

に
「
カ
チ
ャ
ン
、
カ
チ
ャ
ン
」
と
昔
が

し
て
夜
の
静
か
な
時
な
ど
大
変
耳
ざ
わ

り
で
す
。
何
度
も
直
し
て
み
ま
し
た
が

大
き
な
車
が
通
っ
た
時
な
ど
す
ぐ
に
駄

目
に
な
り
ま
す
。
ま
た
下
水
道
の
側
面

の
部
分
も
少
し
壊
れ
か
け
て
い
ま
す
の

で
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

象
諾
需
講
評

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
調
査
し
た
結
果

グ
レ
ー
テ
ン
ゲ
が
固
定
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
に
、
車
高
交
通
に
よ
り
金
属

縄
が
変
形
し
、
騒
音
が
発
生
し
て
い
ま

し
た
。
早
急
に
下
水
道
側
面
部
と
併
せ

て
修
理
を
し
ま
し
た
。

－
　
建
設
課
建
設
一
係

第
一
種
住
居
専
用
地
域
な
の
で

婁
心
し
て
移
っ
て
き
た
の
に
…

隠
語
謂
需
彊
醜

題
に
つ
い
て
改
善
し
て
い
た
だ
き
た
く

技
善
し
ま
し
た
。

近
く
に
作
業
場
が
あ
り
、
朝
か
ら
夕

方
ま
で
頭
が
割
れ
そ
う
な
騒
音
を
出
し

て
い
ま
す
。

こ
の
団
地
は
第
一
謡
住
居
専
用
地
域

と
か
で
環
境
も
大
変
良
い
と
い
う
こ
と

で
住
む
こ
と
に
し
た
の
に
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

富
講
諜
罷
諸

々
居
住
環
境
を
保
全
す
る
た
め
特
に
静

穏
の
保
持
を
必
要
と
す
る
区
域
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
規
制
基
準
と
し
て
昼

間
（
午
前
8
時
～
午
後
1
時
）
は
5
0
ホ

ン
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
静
か
で
よ
り
よ
い
環
暁
で
あ
る

は
ず
の
こ
の
場
所
で
、
騒
音
問
題
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
福
祉
課
で

は
、
ま
ず
騒
音
測
定
を
行
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
規
制
基
準
を
守
っ
て
い
な
い

場
合
は
作
業
場
責
任
者
に
対
し
、
期
限

を
定
め
て
騒
音
防
止
の
方
法
等
の
改
善

勧
告
を
行
い
ま
す
。
こ
の
勧
告
に
従
わ

な
い
場
合
は
、
同
様
に
期
限
を
定
め
て

騒
音
を
防
止
す
べ
き
改
善
命
令
を
行
い

ます。

－　福祉課

善
粥
粥
彊
彊
語

て
最
も
環
境
の
よ
い
、
か
つ
、
純
度
の

高
い
住
宅
地
と
し
て
設
定
さ
れ
、
建
築

で
き
る
建
物
の
用
途
も
ご
く
わ
ず
か
な

も
の
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
指
摘
の

建
築
物
は
、
調
査
の
結
果
無
届
け
の
違

反
建
築
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の

で
県
の
土
木
事
務
所
を
通
じ
て
早
く
移

転
す
る
よ
う
強
力
に
指
導
説
得
を
し
て

い
ま
す
。

今
後
こ
う
い
っ
た
問
題
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
も
造
反
建
築
物
の
建
築
を
計

画
す
る
人
に
土
地
を
貸
し
た
り
売
っ
た

り
し
な
い
よ
う
に
町
民
の
皆
様
に
も
こ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
土
地
取
引
の

話
が
あ
り
何
か
疑
問
が
あ
る
時
は
都
市

計
画
課
ま
で
こ
相
談
を
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

－
　
都
市
計
画
課

目
安
箱
の
設
置
場
所

●
役
　
場
　
玄
　
関
　
前

●
中
央
公
民
館
玄
関
前

●
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
玄
関
前

●
公
民
館
別
館
玄
関
前



蘭
画

5月は水防月間です。

‘‘水防は

みんなの手で’
遠賀川「水防の日」…5月31日

遠割Ii水防演習

●と　き＝6月2日（日）の午前

9時・－正午まで

●ところ＝中間市屋島地先

（詳しくは、5月25日号で）

北九州ウインドアンサンブル

、がGW擁端
S633月に結成以来、音楽を通

じてのふれあいを大切に団員一同

努力して来ました。

今回、練習活動の本拠地ミコミ

ュニティーセンター、で念願の演

奏会を開催することになりました。

たくさんのご来場をお待ちして

います。

●と　き＝5月26日（日）

13時30分から

●ところ＝遠賀コミュニティ

ーセンター

●曲　目＝バレエ組曲
「コッペリア」

アメリカン
グラフティー

他

イ

諺
窮
。
配
賦

関
平
成
3
年
度

福
岡
県
保
母
拭
験

●
と
　
き
）
平
成
3
年
8
月
6
日
（
火
）

か
ら
8
日
（
木
）
ま
で
の
3
日
間

●
と
こ
ろ
）
第
一
保
育
短
期
大
学
及
び

第
一
経
済
大
学

●
願
書
受
付
）
6
月
1
0
日
（
月
）
か
ら

2
1
日
（
金
）
ま
で
に
遠
賀
福
祉
事
務
所

へ
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
要
綱
・
願
書
の
配
布
）
6
月
1
日
土

よ
り
遠
賀
福
祉
事
務
所
で
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
）
遠
賀
福
祉
事
務
所

℡

（

6

0

1

）

2

1

2

1

防
衛
庁
職
員
I
・
Ⅱ
・

Ⅲ
橿
採
用
試
験

▼
I
・
Ⅱ
種
試
験
▲

●
第
1
次
試
験
日
）
7
月
1
4
日
（
日
）

●
受
付
期
間
）
5
月
如
日
（
月
）
か
ら

6
月
1
日
（
火
）
ま
で

●
受
験
資
格
）
I
謹
（
昭
和
積
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
4
5
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
）
Ⅲ
種
（
昭
和
紳
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
4
5
年
4
月
l
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
）

▼
Ⅲ
種
試
験
▲

●
第
1
次
試
験
日
）
1
0
月
6
日
（
日
）

●
受
付
期
間
）
8
月
従
日
（
月
）
か
ら

9
月
1
0
日
（
火
）
ま
で

●
受
験
資
格
）
昭
和
4
3
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
幼
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
）
福
岡

防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係

℡

0

9

2

（

4

7

2

）

2

3

2

1

甲
種
防
火
管
理
善
の

資
格
取
得
請
習
合

●
と
　
き
）
5
月
約
日
（
水
）
・
5
0
日

（
木
）
の
9
時
か
ら
1
7
時
ま
で

●
と
こ
ろ
）
遠
賀
郡
消
防
本
部
講
堂

●
対
象
者
）
防
火
管
理
者
を
必
要
と
す

る
事
業
所
の
関
係
者
、
又
は
、
業
務
上

防
火
管
理
知
識
が
必
要
な
人

●
予
定
人
員
）
的
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

●
申
し
込
み
方
法
）
5
月
8
日
（
水
）

か
ら
1
8
日
（
土
）
ま
で
に
申
込
書
に
写

真
（
2
枚
）
と
テ
キ
ス
ト
代
3
、
2
0

0
円
を
添
え
て
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先
）
遠
賀
郡
消
防
本
部

予
防
課
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
1

●
問
い
合
わ
せ
先
）
福
岡
学
生
職
業
セ

ン
タ
ー
℡
0
9
2
（
1
1
4
）
1
5
6
6

㊨
馳
㊧
芭

来
春
卒
業
著
を
対
象
に

し
た
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

福
岡
県
・
地
場
産
業
人
材
確
保
対
策

協
議
会
で
は
、
大
学
・
短
大
・
高
専
・

専
修
学
校
を
来
春
卒
業
さ
れ
る
人
々
を

対
象
に
、
就
職
に
役
立
つ
構
報
を
提
供

す
る
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
実
施
し

ま
す
。
参
加
者
に
は
、
大
学
等
採
用
実

績
情
報
を
配
布
し
ま
す
。
（
無
料
）

●
と
　
き
）
6
月
1
5
日
（
土
）
の
1
3
時

0
0
分
か
ら
1
6
時
ま
で

●
と
こ
ろ
）
檀
気
ホ
ー
ル
（
澄
気
ピ
ル

別
館
1
階
）
福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
2

－
1
－
8
2

●
内
容
）
県
勢
一
般
、
福
岡
県
の
学
卒

労
働
市
場
の
現
状
な
ど

不
動
産
無
料
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
土
地
な
ど
の
価
格
に
つ
い

て
、
専
門
家
で
あ
る
不
動
産
鑑
定
士
に

よ
る
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
と
　
き
）
毎
月
第
1
・
3
金
曜
日
の

午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で

●
と
こ
ろ
）
県
庁
1
階
の
県
民
相
談
室

●
申
込
み
方
法
）
竃
話
に
て
予
約
し
て

く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先
）
県
民
相
談
室
℡
0

9

2

へ

6

5

1

）

1

2

3

4

マ
イ
ホ
ー
ム
の
資
金
に

住
宅
金
融
公
庫
の
融
資

◎
平
成
3
年
度
の
第
一
回
個
人
向
け
住

宅
（
新
築
・
購
入
）
融
資
の
募
集
を
4

月
2
2
日
（
月
）
か
ら
6
月
日
日
（
火
）

ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
金
利
（
5
・
5
％
、
6
・
1
5
％
、

6
・
7
％
）
で
通
常
融
資
額
に
加
え
特



回国 �●t話のご柏説もお受Iプレます ℡093－521－2140（直通） 

交通事故 � 

ご相駁 � 

社団法人日本韻書保険協会 

小倉自動車保険請求相談センター 

とたで1得のち　　靴うだい見干めか 
いいき年し「ら香を　つらわかして健近 

iう　○る申た致しに洗かけずけて　3　度所 
4　もそよ、り老かなう　り　o公るい、のの 

易鵠誤諸星三等鷲補講舞護 

麟繚羅擬繭 
り　○やい散よに1ま　　でつフ道よ　っを　や 
i　り　し歩り招虐き　“いンとく　て始ん 

巡回成人病健康‾
診断を行います。

最近は、生活環境の変化や過度の仕事

からくるストレスのために高血圧症、心

臓病などの「成人病」が増加しています。

成人病は自分では気づかないうちに進

行していることが多く、早期発見、早期

治療がなによりも大切です。

遠賀川郵便局では、低料金で次のとお

り健康診断を行います。

●日　時　5月23日休）・24割斜の2日間

午前9時から検査開始

遅くとも10時頃までにはおい

でください。

●樹　所　遠賀コミュニティーセンター

1F　視聴覚室

●料　金　3．605円

（消貴税105円含む）

●申し込み・問い合わせ先

遠賀川郵便局

か（293）0042

検査内容や注意事項については申し込

み時にお尋ねください。（1日40人程度）

●　●　　　●

電場　　湖

面新　　聞

ヽ

別
割
増
趨
質
素
と
利
用
で
き
ま
す
。

◎
「
高
規
格
住
宅
割
増
融
資
（
1
5
0

万
円
）
」
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
住
宅
金
融
公
庫
福

岡
支
店
℡
0
9
2
（
7
2
2
）
5
0
1

1
又
は
、
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店

と
表
示
さ
れ
た
金
融
機
関
へ

相
談
は
、
い
っ
さ
い
無
料
で
泌
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
撞
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
婦
人
柏
餓
員
の
ご
用
は
…
…

遠
賀
福
祉
事
務
所
内
（
八
幡
西
区
則

松
・
福
岡
県
総
合
庁
舎
3
膳
）
℡
6
0

1

－

2

1

2

1

へ

犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
が

始
末
し
ま
し
ょ
う
。

四
国
賀
田
賀
g
M
g
岩
音

こ
ん
な
と
き
は

婦
人
相
談
具
へ
…
…

人
に
置
え

な
い

噛
み
の

あ
る
人

●
結
婚
・
離
婚
・
男
女
問
題
な
ど
で
悩

ん
で
い
ろ

●
夫
の
暴
力
、
家
庭
不
和
、
生
活
の
い

き
づ
ま
り
な
ど
で
因
っ
て
い
る

こ
の
よ
う
な
女
性
の
相
談
に
応
じ
、

問
題
解
決
に
協
力
す
る
の
か
「
婦
人
相

談
員
」
　
で
す
。

話
題
器
g
 
I

「
引
惑
児
園
i

●
期
　
日
　
5
月
5
0
田
（
木
）

●
時
　
間
・
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
H
時

・
検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

●
場
∴
所
　
中
央
公
民
館

●
対
象
者
　
瀞
3
歳
を
遣
え
、
満
4
歳

に
達
し
な
い
幼
児
（
昭
和
6
2
年
日
月
～

6
3
年
4
月
生
）

●
そ
の
他
　
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
尿
検
査
を
行
い
ま
す
の
で

お
子
さ
ん
の
尿
を
1
0
∝
程
度
（
検
診
日

早
朝
の
尿
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
尿

は
、
よ
く
洗
っ
た
ピ
ン
で
フ
タ
の
付
い

た
容
器
な
ど
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
牛
乳
ビ
ン
は
だ
め
で
す
。
）

「
引
割
引
剛
劃

5
月
1
5
日
（
水
）
か
ら
6

月
約
日
（
土
）
ま
で

町
内
の
各
病
院
及
び
医
院

各
病
院
、
医
院
の
診
療
時

間
内

●
対
象
者
　
3
歳
以
上
の
希
望
者
。
た

だ
し
、
3
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
で
ま
だ

1
度
も
受
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

今
年
1
～
2
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
2

回
接
頭
し
、
さ
ら
に
来
年
1
回
接
睡
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
基
礎
免
菱
が
で
き
ま

す
。
そ
の
後
は
3
年
に
1
回
の
追
加
接

穂
（
小
学
校
l
年
、
2
年
、
5
年
生
、

保
健
衛
生
係
　
－憂

中
学
校
2
年
生
）
に
な
り
ま
す
の
で
、

入
学
さ
れ
る
前
に
ぜ
ひ
基
礎
免
疫
を
つ

け
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

●
料
　
金
　
1
6
歳
以
上
は
1
回
に
つ
き

脚
円

●
接
種
方
法
　
基
礎
免
菱
の
で
き
た
人

は
3
年
に
1
回

●
持
基
局
　
印
鑑
（
接
種
日
の
朝
、
体

温
を
測
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
）

●
そ
の
他
　
中
学
生
以
下
、
生
活
保
護

及
び
町
県
民
税
が
均
等
割
顔
以
下
の
世

帯
の
人
の
接
種
希
望
者
は
、
役
場
保
健

衛
生
係
で
無
料
用
の
問
診
票
を
受
領
し

て
く
だ
さ
い
。

「
矧
リ
オ
生
ワ
ク

●
期
　
日
　
5
月
2
1
日
（
火
）

●
時
　
間
・
受
付
　
1
3
時
的
分
～
調
時

・
服
用
　
1
3
時
0
0
分
～

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館

●
対
象
者
　
生
後
3
カ
月
～
船
方
月
未

満
児

●
膿
用
方
法
　
6
週
間
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
2
回
服
用

●
捨
豊
晶
　
母
子
健
康
手
帳
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